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　著者は，近年，白山の亜高山帯から高山帯にかけて見られる潅木林の中に ,よく観察してみると，

わずかにエゾスグリ Ribes latifolium Jancz. が混生していることを発見し, 1970年石川県発行『白

山の自然』に゛白山の新植物と初発見の植物”として報告した。　その後も，その生態の観察と京都大

学理学部の標本を調べることができたので簡単に報告する。

　白山の灌木帯には，同属のコマガタケスグリ Ribes japonicum Maxim. はごくふつうに見られ，よ

く知られてきた。　エソスグリは樹高も樹形も，また葉の大きさや形もほぼコマガタケスグリに類似し

ているため、見落されてきたと思われる。　ところで，その明らかな区別点を表にしてみると第１表の

ようになる。　　　　　　　　　

　また，近縁のトガスグリは，子房・果実に長い腺毛があり明らかに区別できる。白山には産しない。

と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　エソスグリの分布は北海道から南千島・樺太・北鮮・満洲・ウスリー，そして北米に知られてい

たが, 1965年小水内長太郎氏によって岩手県の⑫六角牛山（1924m）の海抜700m付近で，また1968年

清水大典氏によって米沢市万世栗子の⑬三つ嵩の900m付近で発見されたことが報告されている。（山

形県下で見出されたエゾスグリとその仲間；清水大典；植物と自然Vol. ２ No. 12 p. 1968）

　著者の⑭白山での採集はl965年8月と1969年７月および1972年８月に ,三の峰付近（海抜1700～

2000m）, 1966年７月と1967年７月および1968年８月に観光新道の海抜1500~1800mで採集してい

る。金沢大学理学部標本庫に入れた著者の標本と京都大学理学部標本庫に保存されている標本の採集

地，採集年月日，採集者を記録すると次のようになる。

　　〔北海道〕①北見国津別町字上里May. 30, 1964 z. Kawashiro ；②北見国斜内Jun. 23, 1934 J.

Ohi；③渡島　函館山May. 10. 1940 Y. Kurosawa ；④根室ラウス岳Ca 500m Sep. 4, 1959 M･

HOTTA ；⑤釧路　仙鳳趾Jul. 2. 1942 K. MiYABE ；⑥札幌Aug. 1. 1925 No. 608；⑦網走　能取

＊　兵庫県立姫路東高等学校



Jul. 19, 1931 J. Ohi ；⑧色丹島　マタコタンKuri Lensis；⑤国後，古釜布Jul.26, 1930 Y. Mats-

OMURA〔樺太〕泊岸Aug. 23. 1930 G. Koizumi ；⑩敷香支庁散江郡散頃1936年M. Tatewaki &･

Y. Takahashi ；⑪大泊Aug. 29, 1930 s. Kit AMUR A, Korsakof（大泊）Julio. 1908 u. Fau・ie；

敷香郡幌登山Aug. 1932 s. SuGAHARA，Sep. 3, 1939 z. Tashiro ;安別Aug. 20, 1940G. Koizumi

以上は京都大学の標本，金沢大学には〔石川県〕白山・観光新道（殿ケ池～別当出合）海抜1500～1800

m Jul. 12. 1966 M. Hashimotoの標本がある。　　　　　　　

　終りに当って, 以上のようにエゾスグリは北海道から東北，白山と明らかな隔離分布をし，白山は

もちろん南限地である。　白山では小さな群落をなして生育しているどころもあるが分布はごく限られ

ている。登山シーズンの最盛期にはほぼ果実の頃なのであまり気付かれないであろうが，6月から 7

月の初めにかけては帯紅色り花をつけるのでよく目立つ。生きた貴重な資料として永久に残したいも

のである。
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